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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 16,170 1.5 472 △61.7 520 △58.2 903 3.2

30年３月期第３四半期 15,926 5.9 1,233 107.0 1,242 124.5 875 566.4
(注) 包括利益31年３月期第３四半期 670百万円(△40.5％) 30年３月期第３四半期 1,126百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 124.81 ―

30年３月期第３四半期 115.20 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

31年３月期第３四半期 19,299 11,577 60.0 1,641.23

30年３月期 22,271 11,649 52.3 1,532.99
(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 11,577百万円 30年３月期 11,649百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 8.00 ― 12.00 20.00

31年３月期 ― 10.00 ―

31年３月期(予想) 12.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,322 △3.9 490 △62.1 498 △61.4 691 △10.2 96.22
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 1社（社名） 株式会社オールライフメイト
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.7「(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 7,928,885株 30年３月期 7,928,885株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 874,658株 30年３月期 329,558株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 7,236,588株 30年３月期３Ｑ 7,599,379株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.2「(3)連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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[添付資料] 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1)  経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得環境の改善などを背景に、緩やか

な回復基調が続いております。世界経済においては、米国と中国の貿易摩擦による経済の下振れリスクなどに

より先行きには不透明感が増しております。また、国内の個人消費においては節約志向が依然根強く、当社グ

ループを取り巻く経営環境は厳しい状況で推移しました。このような状況下にあって当社グループは、引き続

き、トータルコストの削減を推進する一方、新製品の市場導入強化、安全・安心なモノづくり、新興国市場へ

の積極的な展開による海外売上の拡大などに努めてまいりました。なお、介護関連事業につきましては、事業

を展開しておりました当社連結子会社であった株式会社オールライフメイトの全株式を平成 30年 12月に譲渡

いたしました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、芳香剤、チャイルドシート、ライティング用品が減収と

なりましたが、360 度ドライブアクションレコーダー、運搬架台類が増収となり 16,170 百万円（前年同四半

期比 1.5％増）となりました。損益面につきましては、原価率の悪化、販売費及び一般管理費の増加があり、

営業利益は 472 百万円（前年同四半期比 61.7％減）となりました。経常利益は為替差益が増加したことなど

により 520 百万円（前年同四半期比 58.2％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、株式

会社オールライフメイトの全株式の譲渡による特別利益 603百万円を計上したことなどにより 903百万円（前

年同四半期比 3.2％増）となりました。 

 

《当社グループの四半期業績の特性について》 

   当社グループは冬季製品の占める割合が高いため業績にも季節的変動があり、売上、利益ともに第３四半 

期に集中する傾向にあります。特に第４四半期は最も少なく利益はマイナスとなる可能性があります。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ 163 百万円減少し、15,863 百万円と

なりました。これは主に現金及び預金の減少によるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ

2,809 百万円減少し、3,435 百万円となりました。これは主に投資有価証券、長期貸付金の減少によるもので

あります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ 2,972百万円減少し、19,299 百万円となりました。 

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ 844百万円減少し、5,090 百万円とな

りました。これは主に短期借入金、その他の流動負債の減少によるものであります。固定負債は、前連結会計

年度末に比べ 2,055百万円減少し、2,631百万円となりました。これは主に社債、その他の固定負債の減少に

よるものであります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ 2,900 百万円減少し、7,721百万円となりました。 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 72百万円減少し、11,577 百万円と

なりました。これは主に自己株式が増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は 60.0％（前連結会計年度末は 52.3％）となりました｡ 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成 30 年５月 11 日の「平成 30 年３月期 決算

短信」で公表いたしました連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「特別利益の

発生及び業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（平成 30年 3月 31日） 

当第 3四半期連結会計期間 

（平成 30年 12月 31日） 

資産の部     

 流動資産     

   現金及び預金  9,455 

 

 7,712 

   受取手形及び売掛金  2,690 

 

 4,385 

   製品  2,205 

 

 2,439 

   仕掛品  352 

 

 

 441 

   原材料及び貯蔵品  530 

 

 529 

   その他  797 

 

 

 359 

   貸倒引当金  △4 

 

 △4 

  流動資産合計  16,027 

 

 15,863 

 固定資産     

  有形固定資産     

   建物及び構築物（純額）  658 

 

 261 

   機械装置及び運搬具（純額）  143 

 

 121 

   工具、器具及び備品（純額）  256  407 

   土地  483  483 

   建設仮勘定  45  14 

   有形固定資産合計  1,587  1,288 

  無形固定資産  151  138 

  投資その他の資産     

   投資有価証券  2,423  1,153 

   長期貸付金  1,072  ― 

   その他  1,009  854 

   投資その他の資産合計  4,505  2,007 

  固定資産合計  6,244  3,435 

 資産合計  22,271  19,299 
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（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（平成 30年 3月 31日） 

当第 3四半期連結会計期間 

（平成 30年 12月 31日） 

負債の部     

 流動負債     

  支払手形及び買掛金  2,026  2,561 

  短期借入金  638  138 

  １年内返済予定の長期借入金  86  ― 

  １年内償還予定の社債  543  430 

  未払法人税等  306  304 

  賞与引当金  400  142 

    返品調整引当金  244  371 

  製品保証引当金  19  496 

  その他  1,669  645 

  流動負債合計  5,935  5,090 

 固定負債     

  社債  1,460  1,040 

  長期借入金  182  ― 

  役員退職慰労引当金  562  610 

  退職給付に係る負債  830  800 

  その他  1,651  180 

  固定負債合計  4,687  2,631 

 負債合計  10,622  7,721 

純資産の部     

 株主資本     

  資本金  1,637  1,637 

  資本剰余金  2,422  2,422 

  利益剰余金  6,790  7,531 

  自己株式  △183  △764 

  株主資本合計  10,666 

 

 10,827 

 その他の包括利益累計額   

 

  

  その他有価証券評価差額金  665  532 

  土地再評価差額金  △196  △196 

  為替換算調整勘定  513  414 

  その他の包括利益累計額合計  983  750 

 純資産合計  11,649  11,577 

負債純資産合計  22,271  19,299 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

（四半期連結損益計算書） 

 （第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円） 

 
前第 3四半期連結累計期間 

自 平成 29年 4 月 1 日 
至 平成 29年 12月 31日 

当第 3四半期連結累計期間 

自 平成 30年 4 月 1 日 
至 平成 30年 12月 31日 

売上高  15,926  16,170 

売上原価  10,423  10,649 

売上総利益  5,502  5,520 

販売費及び一般管理費  4,269  5,048 

営業利益  1,233  472 

営業外収益     

 受取利息  44  48 

 受取配当金  30  32 

  為替差益   7  67 

 その他  18  5 

 営業外収益合計  101  154 

営業外費用     

 支払利息  10  7 

 売上割引  50  43 

 支払手数料  30  54 

 その他  0  0 

 営業外費用合計  91  106 

経常利益  1,242  520 

特別利益     

固定資産売却益  5  0 

子会社株式売却益  ―  603 

特別利益合計  5  603 

特別損失     

固定資産除却損  1  0 

固定資産売却損  0  0 

特別損失合計  1  1 

税金等調整前四半期純利益  1,246  1,123 

法人税、住民税及び事業税  356  445 

法人税等調整額  14  △225 

法人税等合計  370  219 

四半期純利益  875  903 

親会社株主に帰属する四半期純利益  875  903 
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（四半期連結包括利益計算書） 

 （第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円） 

 
前第 3四半期連結累計期間 

自 平成 29年 4 月 1 日 
至 平成 29年 12月 31日 

当第 3四半期連結累計期間 

自 平成 30年 4 月 1 日 
至 平成 30年 12月 31日 

四半期純利益  875  903 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金  232  △133 

  為替換算調整勘定  18  △99 

  その他の包括利益合計  251  △233 

四半期包括利益  1,126  670 

 （内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益  1,126  670 

  非支配株主に係る四半期包括利益    ―  ― 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 30年 5月 11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式 545,100株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が 580 百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末の自己株

式は 764 百万円となりました。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 一部の子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（追加情報） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年２月 16 日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債

は固定負債の区分に表示しております。 
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